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館
。
５
百
円
。
申
込
み
…
往
復

は
が
き
で
、
武
蔵
野
手
打
ち
う

ど
ん
保
存
普
及
会
・
江
連
紀
子

（
学
園
東
町
４
９
６
們　

）
へ

３０

（
先
着
順
）

胸
女
声
合
唱
団
ぐ
み　

周
年
記

４０

念
コ
ン
サ
ー
ト　

６
月　

日
２６

（
土
）
午
後
１
時　

分
開
場
、

３０

２
時
開
演
。
ル
ネ
こ
だ
い
ら
中

ホ
ー
ル
。
５
百
円
。
緯
服
部　
０４２

（
３
３
２
）
２
６
４
５

胸
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
２
０
１
０
小

平
歌
謡
祭　

６
月　

日
（
日
）

２７

午
前
９
時　

分
開
場
、　

時
開

３０

１０

演
。
ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー

ル
。
審
査
員
…
山
中
博
氏
（
作

曲
家
）、
丸
山
雅
仁
氏
（
作
・
編

曲
家
）
ほ
か
。
歌
謡
シ
ョ
ー
、

カ
ラ
オ
ケ
天
国
、
コ
ン
テ
ス
ト

ほ
か
。
主
催
…
ナ
ポ
リ
歌
謡
教

室
。
後
援
…
小
平
市
、
小
平
市

社
会
福
祉
協
議
会
。
緯
小
平
歌

謡
祭
事
務
局
０
４
２（
４
６
２
）

８
９
６
４

胸
創
立　

周
年
記
念　

み
ん
な

３３

の
家 

・
リ
ズ
ム
工
房
「
コ
ン

サ
ー
ト　

」　

７
月
３
日
（
土
）

３３

午
後
０
時　

分
か
ら
。
ル
ネ
こ

３０

だ
い
ら
大
ホ
ー
ル
。
５
百
円

（
手
作
り
シ
ェ
ー
カ
ー
付
）。

緯
み
ん
な
の
家 

・
鈴
木　
０４２

（
３
４
３
）
２
５
８
５

胸
都
立
立
川
ろ
う
学
校
公
開
講

座　

７
月　

日
～
８
月　

日
の

２１

２５

水
曜
日
（
８
月　

日
を
除
く
）

１８

午
後
２
時
～
４
時
…
ろ
う
学
校

’ ７７

’ ７７

ま
る
ご
と
体
験
と
初
級
手
話
、

７
月　

日
（
水
）
～　

日
（
火
）

２１

２７

（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
午

前　

時
～
正
午
…
中
級
手
話

１０
Ａ
、
７
月　

日
～
９
月
１
日
の

２８

水
曜
日
（
８
月　

日
を
除
く
）

１８

午
前　

時
～
正
午
…
中
級
手
話

１０

Ｂ
。
無
料
。
中
学
生
以
上
。
各

　

人
。
申
込
み
…
６
月　

日

２０

１８

（
金
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
講
座

名
を
記
入
し
、
都
立
立
川
ろ
う

学
校
公
開
講
座
係
（
〒　

們
０

１９０

０
０
３　

立
川
市
栄
町
１
們　
１５

們
７
）
へ
緯
０
４
２
（
５
２
３
）

１
３
５
９

胸
ゴ
ル
フ
初
心
者
講
習
会　

ゴ

ル
フ
の
基
本
を
学
ぶ
。
初
回
６

月　

日
、
以
降
第
２
・
４
金
曜

１１
日
午
後
１
時　

分
～
５
時
。
上

３０

宿
公
民
館
。
１
回
５
百
円
。
ラ

ウ
ン
ド
レ
ッ
ス
ン
も
あ
り
。
緯

健
康
ゴ
ル
フ
の
会
・
青
山　
０４２

（
３
２
１
）
７
２
２
９

胸
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
初
心
者
講

習
会　

６
月　

日
～
７
月　

日

１５

２７

の
火
曜
日
午
後
１
時　

分
～
３

２０

時
。
市
民
総
合
体
育
館
。
会
費

２
千
円
。
緯
つ
ぼ
み
の
会
・
宮

越　

（
３
２
３
）
０
２
３
０

０４２

 
★
３
Ｂ
親
子
体
操　

月
２
回
木

曜
日
午
前　

時
～　

時　

分
。

１０

１１

４５

上
水
本
町
地
域
セ
ン
タ
ー
。
月

会
費
１
千
百
円
。
１
歳
６
か
月

～
就
園
前
の
子
ど
も
と
保
護

者
。
緯
木
村
０
９
０
（
８
４
９

５
）
４
８
３
５
（
昼
間
の
み
）

★
太
極
拳　

太
椿
会　

第
２
・

４
木
曜
日
午
後
７
時
～
８
時　
３０

分
。
小
川
西
町
公
民
館
。
月
会

費
２
千
円
。
緯
熊
谷　

（
３
４

０４２

４
）
８
２
３
４

★
土
曜
ク
ッ
キ
ン
グ　

男
性
の

料
理
教
室　

第
１
・
３
土
曜
日

午
後
１
時　

分
～
４
時　

分
。

３０

３０

津
田
公
民
館
。月
会
費
２
千
円
。

緯
久
米　

（
３
３
２
）
６
４
７

０４２

８
（
午
後
８
時
～　

時
）

１０

★
小
平
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン

ア
ン
サ
ン
ブ
ル　

第
１
・
３
・

４
日
曜
日
午
後
１
時
～
５
時
。

津
田
公
民
館
。
月
会
費
２
千

円
。
緯
し
ず
め　

（
３
９
６
）

０４２

４
８
６
２

★
津
田
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン

ブ
ル　

第
１
・
３
・
４
金
曜
日

午
前　

時
～
正
午
。
津
田
公
民

１０

館
。
月
会
費
２
千
円
（
教
材
費

別
）。
保
育
あ
り
。
緯
岸
本　
０４２

（
３
４
１
）
６
６
８
６

★
ダ
ン
デ
ィ
・
ク
ッ
キ
ン
グ　

男
性
の
料
理
教
室　

第
３
土
曜

日
午
後
１
時　

分
～
４
時　

３０

３０

分
。
小
川
西
町
公
民
館
。
月
会

費
１
千
円
、
材
料
費
５
百
円
。

緯
前
田　

（
３
４
３
）
５
０
１

０４２

１

★
女
声
合
唱
団　

こ
ぶ
し
コ
ー

ラ
ス　

第
１
・
３
・
４
水
曜
日

午
前
９
時　

分
～
正
午
。
仲
町

３０

公
民
館
。
月
会
費
２
千
円
（
楽

譜
代
な
ど
別
）。
緯
野
崎　
０４２

（
３
４
４
）
９
３
５
０

★
気
功　

気
の
会　

第
１
・
３

金
曜
日
午
前　

時
～　

時　

１０

１１

３０

分
。
小
川
東
町
地
域
セ
ン
タ

ー
。
月
会
費
１
千
５
百
円
。
緯

石
丸　

（
３
４
２
）
７
２
８
５

０４２

★
宝
生
流
謡
曲　

花
南
宝
謡
会

　

第
３
・
４
日
曜
日
午
前
９
時

　

分
～　

時　

分
。
月
会
費
２

３０

１１

４５

千
円
。
緯
一
色
０
４
２
（
４
６

４
）
０
３
９
０

★
童
謡
・
抒
情
歌
を
歌
う
会　

第
２
・
４
木
曜
日
午
後
１
時　
３０

分
～
３
時　

分
。大
沼
公
民
館
。

３０

月
会
費
２
千
円
。
緯
中
島　
０４２

（
３
４
４
）
３
４
０
５

★
着
付
け　

紬
の
会　

美
し
い

着
こ
な
し
方
と
和
装
の
マ
ナ
ー

を
初
歩
か
ら
。
第
２
・
４
木
曜

日
午
後
１
時　

分
～
４
時
。
小

３０

川
西
町
公
民
館
。
月
会
費
２
千

円
。
着
物
の
貸
し
出
し
あ
り
。

緯
曽
我　

（
３
４
２
）
４
３
８

０４２

０★
テ
ニ
ス　

ス
ウ
ィ
ー
ト
ハ
ー

ト　

火
曜
日
午
前　

時
～
午
後

１１

１
時
。
上
水
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
。
入
会
金
２
千
円
、
月
会
費

３
千
５
百
円
。
多
少
ゲ
ー
ム
経

験
の
あ
る
方
。
緯
持
田　

（
３

０４２

２
７
）
９
３
２
８

胸
あ
じ
さ
い
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

ー　

６
月　

日
（
日
）
午
後
６

１３

時
～
９
時
。
福
祉
会
館
市
民
ホ

ー
ル
。
会
費
１
千
円（
抽
選
会
、

飲
物
付
）。
緯
小
平
ダ
ン
ス
ス

ポ
ー
ツ
ワ
ー
ル
ド
・
宮
尾
０
９

０
（
３
０
８
９
）
３
８
４
７

胸
手
作
り
ネ
ク
タ
イ
と
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク　

父
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
に
。
６
月　

日
（
月
）
午
前

１４

　

時
～
正
午
。
福
祉
会
館
。
材

１０料
費
２
千
５
百
円
。
持
ち
物
…

洋
裁
用
具
一
式
。
緯
手
芸
研
究

会
・
中
野　

（
３
４
３
）
１
９

０４２

６
９

胸
初
心
者
手
打
ち
う
ど
ん
作
り

　

６
月　

日
（
日
）
午
後
１
時

２０

　

分
～
４
時　

分
。
中
央
公
民

３０

３０

% %%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%

雨水浸透ますの模型

雨水浸透ますの設置費用を助成
雨水を循環させよう

粘土層（不透水層粘土層（不透水層））
れきれき層層 地下地下水水

郭郭雨水浸透ま 雨水浸透ますす

 　

平
成　

年
度
の
市
民
税
・
都

２２

民
税
納
税
通
知
書
を
、
次
の
と

お
り
発
送
し
ま
す
。

▽
普
通
徴
収
（
年
４
回
に
分
け

て
個
人
で
納
め
て
い
た
だ
く

方
）
…
６
月　

日
（
金
）

１１

※
今
年
度
か
ら
、
金
融
機
関
、

郵
便
局
、
市
役
所
な
ど
の
窓
口

に
加
え
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
も
納
入
で
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
に

は
、
口
座
振
替
納
税
者
用
の
納

税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
市
民
税
・
都
民
税
が
か
か
ら

な
い
方（
非
課
税
の
方
）へ
は
通

知
書
を
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

▽
特
別
徴
収
（
給
与
天
引
き
で

納
税
通
知
書
を
発
送

-

/

.
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納
め
て
い
た
だ
く
方
）
…
５
月

　

日
（
月
）
に
勤
務
先
へ
発
送

１０済
み

 　

平
成　

年
度
市
民
税
・
都
民

２２

税
の
納
税
義
務
者
は
、
平
成　
２２

年
１
月
１
日
（
賦
課
期
日
）
現

在
で
、次
に
該
当
す
る
方
で
す
。

▽
市
内
に
住
所
が
あ
る

▽
市
内
に
住
所
は
な
い
が
、
家

屋
敷
や
事
務
所
・
事
業
所
な
ど

が
あ
る

 　

住
民
税
と
所
得
税
は
、
と
も

に
個
人
の
所
得
に
対
し
て
課
税

さ
れ
る
税
で
、
課
税
の
対
象
と

な
る
所
得
の
年
分
は
同
じ
で
す

が
、
課
税
方
法
な
ど
に
違
い
が

あ
り
ま
す
（
下
表
参
照
）。

 
▽
生
活
保
護
法
に
よ
っ
て
生
活

扶
助
を
受
け
て
い
る
方

▽
障
が
い
者
、
未
成
年
者
、
寡

婦
ま
た
は
寡
夫
で
、
前
年
の
合

計
所
得
金
額
が
百　

万
円
以
下

２５

の
方

▽
合
計
所
得
金
額
が　

万
円
×

３５

納

税

義

務

者

-

/

.
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と

所
得
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の
違
い
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（
本
人
・
控
除
対
象
配
偶
者
・

扶
養
家
族
の
合
計
数
）
＋　

万
２１

円
以
下
の
方
（
控
除
対
象
配
偶

者
ま
た
は
扶
養
親
族
を
有
す
る

場
合
に
限
り　

万
円
が
加
算
さ

２１

れ
ま
す
）

 　

住
民
税
は
、
市
民
の
方
々
に

均
等
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

「
均
等
割
」
と
、
所
得
に
応
じ

て
負
担
し
て
い
た
だ
く
「
所
得

割
」
が
あ
り
ま
す
。

　

均
等
割
は
４
千
円
（
う
ち
都

民
税
分
１
千
円
）、
所
得
割
は
、

一
律　

％
（
う
ち
都
民
税
分
４

１０

％
）
で
す
。

 　

平
成　

年
度
の
市
民
税
・
都

２２

民
税
課
税
・
非
課
税
証
明
書
が

必
要
な
方
に
は
、
６
月　

日
１１

（
金
）
か
ら
証
明
書
発
行
の
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
（
特
別
徴

収
の
方
は
５
月　

日
（
月
）
か

１０

ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
）。

 　

平
成　

年　

月
以
降
、
住
民

２１

１０

税
が
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
さ

れ
て
い
る
方
で
、
平
成　

年
１

２２

住
民
税
の
税
率

-

/

.
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方
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年
金
か
ら
の
仮
徴
収
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
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月
１
日
以
後
も
引
き
続
き
小
平

市
に
お
住
ま
い
の
場
合
は
、
４

月
・
６
月
・
８
月
の
税
額
が
、

平
成　

年
２
月
と
同
額
で
仮
徴

２２

収
さ
れ
ま
す
。
仮
徴
収
の
税
額

は
平
成　

年
度
の
納
税
通
知
書

２１

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 　

平
成　

年
４
月
１
日
現
在　

２２

６５

歳
で
、
年
金
を
受
給
し
て
い
る

　

歳
に
な
ら
れ
た
方

６５
-

/

.
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方
は
、
公
的
年
金
な
ど
の
年
金

所
得
に
か
か
る
住
民
税
の
年
金

引
き
落
と
し
が
始
ま
り
ま
す
。

　

開
始
時
期
は　

月
支
給
の
年

１０

金
か
ら
と
な
る
た
め
、
平
成　
２２

年
度
の
年
金
所
得
に
か
か
る
住

民
税
の
半
額
を
、
６
月
と
８
月

に
納
付
書
な
ど
で
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

税
務
課
市
民
税
普
通

徴
収
係
緯　

（
３
４
６
）
９
５

０４２

２
２
、
市
民
税
特
別
徴
収
係
緯

　

（
３
４
６
）
９
５
２
３

０４２

w
w

w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w

　
　

歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険

６５
（
国
保
）
の
加
入
者
で
、
会
社

な
ど
を
退
職
し
、
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
と
そ
の
扶
養
家
族

は
、
退
職
者
医
療
制
度
の
適
用

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

怯
退
職
者
医
療
制
度
と
は

　

被
用
者
保
険
（
会
社
の
健
康

保
険
や
公
務
員
の
共
済
組
合
な

ど
）
に
長
期
の
加
入
期
間
が
あ

り
、
退
職
後
、
国
保
に
加
入
さ

れ
た
方
の
医
療
費
の
一
部
は
被

用
者
保
険
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
国
保
加
入
者
全
体
の
国

民
健
康
保
険
税
負
担
を
軽
減

し
、
国
保
財
政
を
支
え
る
役
割

を
果
た
し
て
い
る
の
が
、
退
職

者
医
療
制
度
で
す
。

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
こ
と

が
対
象
と
な
る
条
件
で
す
。

怯
退
職
被
保
険
者
本
人
と
な
る

方▽
国
保
に
加
入
し
て
い
る

▽　

歳
未
満
で
あ
る

６５
▽
被
用
者
年
金
（
厚
生
年
金
や

共
済
年
金
）
を
受
け
ら
れ
る
方

で
、
そ
の
加
入
期
間
が　

年
以

２０

上
ま
た
は　

歳
以
降　

年
以
上

４０

１０

で
あ
る

怯
退
職
被
保
険
者
の
被
扶
養
者

と
な
る
方

▽
国
保
に
加
入
し
て
い
る

▽　

歳
未
満
で
あ
る

６５
▽
退
職
被
保
険
者
本
人
と
同
一

の
世
帯
に
属
し
、
主
と
し
て
退

職
被
保
険
者
の
収
入
に
よ
っ
て

生
計
を
維
持
し
て
い
る
三
親
等

内
の
親
族
で
あ
る

g
g

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

　

内
閣
府
で
は
、
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
の
目
的
お
よ
び

基
本
理
念
に
対
す
る
国
民
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

６
月　

日
か
ら
の
１
週
間
を

２３

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
と
定

め
、
各
種
行
事
な
ど
を
実
施

し
、
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
へ
向
け
た
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
し
ま
す
。

怯
お
ひ
と
り
さ
ま　

あ
る
時
は

み
ん
な
で
…
あ
る
時
は
ひ
と
り

で
…

　

み
ん
な
が
尊
重
し
合
え
る
よ

う
に
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
立

し
て
生
き
て
い
く
た
め
に
、
自

分
に
合
っ
た
道
し
る
べ
を
い
っ

し
ょ
に
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

６
月　

日
（
金
）　

２５

午
後
２
時
～
４
時
（
１
時　

分
３０

開
場
）

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

費　

用　

無
料

定　

員　

百　

人
８０

※
保
育
７
人
あ
り
ま
す
（
１
歳

か
ら
就
学
前
ま
で
）。

講　

師　

上
野
千
鶴
子
さ
ん

3
3

3
3
3
3
3
3
3
3

　

市
で
は
、
屋
根
に
降
っ
た
雨

水
を
地
下
へ
浸
透
さ
せ
る
「
雨

水
浸
透
ま
す
」
の
設
置
費
用
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

　

雨
水
浸
透
ま
す
は
、
水
環
境

問
題
の
改
善
や
、
雨
ど
い
か
ら

流
れ
出
る
雨
水
に
よ
る
庭
の
浸

水
に
お
困
り
の
お
宅
に
も
た
い

へ
ん
効
果
的
で
す
。

　

助
成
金
の
範
囲
内
で
、
雨
水

浸
透
ま
す
１
基
程
度
の
設
置
が

可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
助
成
を
受
け
る
に
は
、
浸
透

ま
す
を
設
置
す
る
前
に
申
請
が

必
要
で
す
。

問
合
せ　

水
と
緑
と
公
園
課
緯

　

（
３
４
６
）
９
８
３
１

０４２ （
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

企
画
・
運
営　

小
平
市
男
女
共

同
参
画
推
進
実
行
委
員
会

申
込
み　

６
月　

日
（
金
）
ま

１１

で
（
必
着
）
に
、
往
復
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

保
育
希
望
者
は
そ
の
旨
を
記
入

の
う
え
、
問
合
せ
先
へ
（
申
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
全

員
に
結
果
を
通
知
）

※
は
が
き
１
枚
で
２
人
ま
で
申

込
み
可
。

※
結
果
通
知
は
が
き
は
当
日
、

会
場
へ
持
参
。

問
合
せ　

青
少
年
男
女
平
等
課

（
〒　

們
８
７
０
１　

小
平
市

１８７

役
所
）
緯　

（
３
４
６
）
９
６

０４２

１
８

 　

都
で
は
、
男
女
雇
用
機
会
均

等
法
な
ど
の
趣
旨
・
内
容
を
周

知
す
る
と
と
も
に
、
広
く
職
場

に
お
け
る
男
女
平
等
に
つ
い
て

労
使
お
よ
び
都
民
の
意
識
啓
発

を
図
る
た
め
の
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

都
内
の
各
会
場
で
、
男
女
雇

用
平
等
推
進
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を

開
催
し
ま
す
。
内
容
や
申
込
み

方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
は
、
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｙ
Ｏ
は
た
ら
く
ネ
ッ
ト
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ （http://w

w
w
.

hataraku.m
etro.tokyo.j

６

月

は

男
女
雇
用
平
等

推

進

月

間

p

）で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ　

東
京
都
労
働
相
談
情

報
セ
ン
タ
ー
緯　
（
５
２
１
１
）

０３

２
２
０
０
、
東
京
し
ご
と
セ
ン

タ
ー
緯　

（
５
２
１
１
）
１
５

０３

７
１

 　

い
ず
れ
も
、
予
約
制
で
す
。

怯
１
日
で
学
べ
る
再
就
職
活
動

の
テ
ク
ニ
ッ
ク

と　

き　

６
月
９
日
（
水
）　

午
後
１
時
～
５
時

対　

象　
　

歳
～　

歳
の
方

３０

５４

定　

員　
　

人
５０

内　

容　

就
職
活
動
で
の
課

題
・
問
題
点
の
整
理
、
自
己
分

析
、
応
募
書
類
の
書
き
方
、
面

接
の
受
け
方
ほ
か

怯
自
信
が
持
て
る
応
募
書
類
講

座
ア
ン
ド
面
接
対
策
講
座

と　

き　

６
月　

日
（
水
）
・

２３

　

日
（
木
）　

午
後
１
時　

分

２４

３０

～
４
時　

分
（
１
日
だ
け
の
参

３０

加
も
可
）

対　

象　
　

歳
以
下
の
方

３４

定　

員　
　

人
３０

内　

容　

自
己
分
析
を
通
し
た

仕
事
探
し
や
応
募
書
類
の
書
き

方
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

マ
ナ
ー
の
向
上
、
面
接
の
こ
つ

怯
再
就
職
活
動
の
い
ろ
は
セ
ミ

ナ
ー　

自
身
の
経
験
・
ス
キ
ル

を
生
か
そ
う

と　

き　

６
月　

日
（
水
）　

１６

午
後
１
時　

分
～
４
時　

分

３０

３０

対　

象　
　

歳
以
上
の
方

５５

定　

員　
　

人
５０

内　

容　

応
募
書
類
の
書
き

方
、
面
接
の
受
け
方
な
ど
を
わ

就
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

東
京
し
ご
と

セ
ン
タ
ー
多
摩

か
り
や
す
く
解
説

怯
定
年
退
職
後
の
働
き
方
を
考

え
る

と　

き　

６
月　

日
（
金
）　

１１

午
後
１
時　

分
～
４
時　

分

１５

４５

対　

象　

団
塊
世
代
の
方

定　

員　
　

人
５０

内　

容　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
作

成
、
定
年
後
の
再
就
職
に
向
け

た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
解
説

 
と
こ
ろ　

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ

ー
多
摩
（
国
分
寺
市
南
町
３
們

　

們　

）

２２

１０

申
込
み　

問
合
せ
先
へ
（
先
着

順
）

怯
正
社
員
を
目
指
す
セ
ミ
ナ
ー

と　

き　

７
月
１
日
（
木
）
～

９
日
（
金
）　

午
前
９
時
～
午

後
５
時　

全
７
回

対　

象　
　

代
の
方

３０

定　

員　
　

人
１５

※
選
考
が
あ
り
ま
す
。

内　

容　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
、
課
題
発
見
力
、
問
題

解
決
力
な
ど
の
習
得

申
込
み　

６
月　

日
（
月
）
ま

２１

で
に
、
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ
ー

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
通
し
て
の
申

込
み

問
合
せ　

東
京
し
ご
と
セ
ン
タ

ー
多
摩
緯　

（
３
２
９
）
４
５

０４２

２
４

 　

多
摩
ブ
ル
ー
・
グ
リ
ー
ン
賞

は
、
多
摩
地
域
の
中
小
企
業
の

活
性
化
と
地
域
経
済
の
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

們
們
共　

通
們
們

多
摩
ブ
ル
ー
・

グ
リ
ー
ン
賞

第
８
回

;
;

;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;
;

　

こ
の
時
期
の
ス
ズ
メ
バ
チ
や

ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
は
、
巣
作
り
を

始
め
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
ま
だ
巣
も
小
さ
い
た
め
、

家
庭
用
の
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
殺
虫

剤
で
駆
除
で
き
ま
す
。

　

今
の
う
ち
に
庭
木
や
建
物
の

外
壁
な
ど
を
点
検
し
、
生
活
に

支
障
が
で
る
場
所
に
巣
が
あ
る

と
き
は
、
巣
ご
と
除
去
し
ま
し

ょ
う
。

　

巣
穴
が
下
に
向
か
っ
て
露
出

し
て
い
る
小
型
の
巣
の
除
去

は
、
夕
方
以
降
に
、
厚
手
の
長

袖
と
手
袋
を
着
用
し
、
巣
穴
に

向
け
て
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
殺
虫
剤

を
噴
霧
し
ま
す
。
ハ
チ
が
死
ん

だ
の
を
確
認
し
て
か
ら
巣
を
除

去
し
ま
す
。

　

大
き
な
球
状
に
な
っ
た
ス
ズ

メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除
は
危
険
を

伴
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

市
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

環
境
保
全
課
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
３
６

 
怯
浸
水
ゼ
ロ
・
安
全
・
快
適　

下
水
道

　

東
京
都
下
水
道
局
で
は
、
雨

期
に
向
か
う
６
月
を
浸
水
対
策

強
化
月
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

下
水
道
施
設
の
安
全
性
の
確
保

と
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
の
向
上

を
図
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
東
京
の
雨
が
一
目
で

わ
か
る
「
東
京
ア
メ
ッ
シ
ュ
」

は
、
東
京
都
下
水
道
局
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.g

esui.m
etro.tokyo.jp

）で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ　

東
京
都
下
水
道
局
流

域
下
水
道
本
部
緯
０
４
２
（
５

２
７
）
４
８
２
８

６

月

は

浸
水
対
策
強
化
月
間

顕
彰
制
度
で
す
。

▽
多
摩
ブ
ル
ー
賞
…
優
れ
た
技

術
・
製
品
を
表
彰

▽
多
摩
グ
リ
ー
ン
賞
…
新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
表
彰

※
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
に
副
賞

百
万
円
、
優
秀
賞
に
副
賞　

万
５０

円
を
贈
呈
し
ま
す
。

※
受
賞
者
に
は
、
多
摩
ブ
ル

ー
・
グ
リ
ー
ン
倶
楽
部
で
、
地

域
貢
献
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
す
。

募
集
期
間　

９
月　

日
（
土
）

１１

ま
で

応
募
資
格　

多
摩
地
域
と
周
辺

地
域
に
事
業
拠
点
を
置
く
中
小

企
業
・
個
人
事
業
主
ほ
か

主　

催　

多
摩
信
用
金
庫

後　

援　

経
済
産
業
省
関
東
経

済
産
業
局
、
東
京
都
、
小
平
市

ほ
か

問
合
せ　

多
摩
ブ
ル
ー
・
グ
リ

ー
ン
賞
事
務
局
（
た
ま
し
ん
法

人
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー
）
緯

０
４
２（
５
２
６
）７
７
３
９
、

http://w
w
w
.tam

ashi
n.jp

 
試
験
日　
　

月　

日
（
日
）

１０

２４

受
験
要
項
配
布　

６
月
７
日

（
月
）
か
ら
７
月　

日
（
水
）

１４

ま
で
、
介
護
福
祉
課
（
健
康
福

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

K

M

L

N

OOOOOOOOOOOO

PPPPPPPPPPPP

Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q

R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R

住民税と所得税の違い
取扱機関納付の方法課税の方法

税務署

①年末調整で精算

②毎年、申告期間に確定申告をし
て納付

①給与所得者の場合…１月～１２
月の毎月の給与やボーナスから
一定の額で源泉徴収

②給与以外の所得がある場合…
確定申告により過不足を調整し、
精算

所　

得　

税

市役所

〈普通徴収の方〉
６月、８月、１０月、翌年１月の年
４回に分けて納付（納税通知書は
市から送付します）

〈特別徴収の方〉
６月～翌年５月の毎月の給与から
天引き
※ボーナスからの天引きや年末調
整はありません。

年末調整または確定申告により、
前年中の所得を確定

革
確定した所得から税額を計算し、
課税

※平成２２年度に課税の対象となる
所得は、平成２１年中に得たもので
す（前年の所得に応じて課税とな
ります。平成２２年１月以降の所得
に係る住民税は、平成２３年６月か
ら課税されます）。

住　

民　

税
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男
女
共
同
参
画
週
間

話
そ
う
、働
こ
う
、育
て
よ
う
。い
っ
し
ょ
に
。

国民健康保国民健康保険険

退 職 者
医療制度の
届 け 出 を

スズメバチ・
アシナガバチ
の巣は

今のうちに
見つけましょう

祉
事
務
セ
ン
タ
ー
１
階
）、
東

部
・
西
部
出
張
所
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
都
庁
窓
口
で

配
布

※
詳
し
く
は
、
受
験
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

６
月
７
日
（
月
）
か

ら
７
月　

日
（
水
）
ま
で
に
、

１４

問
合
せ
先
へ
送
付

問
合
せ　

除
東
京
都
福
祉
保
健

財
団
緯　

（
５
２
０
６
）
８
７

０３

３
５

怯
悪
質
な
利
殖
商
法

　

未
公
開
株
（
株
式
市
場

に
上
場
さ
れ
て
い
な
い

株
）
に
関
す
る
相
談
が
増

え
て
い
ま
す
。

例
１　

上
場
間
近
な
の
で

も
う
か
る
、
と
勧
誘
さ
れ

て
未
公
開
株
を
買
っ
た

が
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も

上
場
さ
れ
な
い

例
２　

Ａ
社
の
未
公
開
株

を
買
え
ば
過
去
に
買
っ
た

Ｂ
社
の
未
公
開
株
を
買
い

取
っ
て
被
害
を
回
復
し
て

あ
げ
る
、
と
言
わ
れ
て
Ａ

社
の
未
公
開
株
を
買
っ
た

が
、
Ｂ
社
の
未
公
開
株
を

買
い
取
っ
て
も
ら
え
な
い

　

未
公
開
株
は
上
場
さ
れ

な
け
れ
ば
売
買
す
る
こ
と

が
難
し
く
、
業
者
が
買
い

取
り
を
す
る
と
言
っ
て
い

て
も
結
局
断
ら
れ
た
り
、

業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も

多
く
、　

代
か
ら　

代
の

６０

８０

高
齢
者
の
被
害
が
特
に
目

立
ち
ま
す
。

　

簡
単
に
も
う
か
る
話
は

あ
り
ま
せ
ん
。
勧
誘
を
受

け
た
ら
き
っ
ぱ
り
と
断
り

ま
し
ょ
う
。
お
か
し
い
と

思
っ
た
ら
す
ぐ
に
消
費
生

活
相
談
室
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

怯
消
費
生
活
相
談
室

受
付
時
間　

平
日
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま

で
を
除
く
）

電
話
番
号　

緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
５
０

い
り
ま
せ
ん

第　

回

１４

 
女 

と 

男 

の

ひ
と 

ひ
と

フ

ォ

ー

ラ

ム

-

/

.
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2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

虚

　

日
中
に
市
税
の
納
付
や

納
税
相
談
が
で
き
な
い
方

の
た
め
に
、
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月　

日（
金
）

２５

　

午
後
５
時
～
８
時

と
こ
ろ　

市
役
所
２
階
収

納
課（
入
口
は
庁
舎
北
側
）

※
来
庁
の
際
は
納
税
通
知

書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

収
納
課
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
２
７
・

９
５
２
８

◇
市
民
税
・
都
民
税
の
普

通
徴
収
（
第
１
期
）

※
納
付
は
、
６
月　

日
３０

（
水
）
の
納
期
限
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

※
市
民
税
・
都
民
税
の
納

税
通
知
書
は
、
６
月　

日
１１

（
金
）
に
発
送
し
ま
す
。

※
納
付
場
所
な
ど
、
詳
し

く
は
、
納
税
通
知
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な

い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

6月

今月の

６
月　

日
（
金
）
に
開
設

２５

夜

間

納

税

窓

口

  　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
、
車
検
証
に
記
載
さ
れ

て
い
る
所
有
者
（
割
賦
販
売
の

場
合
は
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
自
動
車
税
の
納
期
限
は

５
月　

日
（
月
）
で
す
。
ま
だ

３１

納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

東
京
都
の
自
動
車
税
は
、
金

融
機
関
・
郵
便
局
・
都
税
事
務

所
な
ど
の
窓
口
の
ほ
か
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
金
融
機

関
な
ど
の
ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
け
払
い

機
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
や
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン

グ
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・

都
税
事
務
所
な
ど
の
窓
口
以
外

で
納
付
し
た
場
合
は
、
納
付
確

認
が
で
き
し
だ
い
（
お
お
む
ね

２
週
間
後
）、
は
が
き
サ
イ
ズ

の
継
続
検
査
等
用
の
納
税
証
明

自
動
車
税
の
納
付
は

お
済
み
で
す
か

書
を
送
付
し
ま
す
。

問
合
せ　

立
川
都
税
事
務
所
徴

収
課
緯
０
４
２
（
５
２
３
）
３

１
７
１

 　

今
年
も
梅
雨
入
り
の
時
期
を

迎
え
ま
す
。
豪
雨
に
よ
る
中
小

河
川
の
増
水
や
道
路
冠
水
は
、

皆
さ
ん
の
予
想
を
超
え
る
速
さ

で
襲
っ
て
き
ま
す
。
集
中
豪
雨

な
ど
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
ふ

だ
ん
か
ら
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な

ど
で
流
れ
る
気
象
情
報
を
収
集

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
住
宅
周

辺
の
排
水
溝
な
ど
を
点
検
し

て
、
ご
み
な
ど
で
詰
ま
り
が
あ

っ
た
ら
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

事
前
に
付
近
の
危
険
個
所
を
把

握
し
、
避
難
場
所
や
連
絡
方

法
、
非
常
持
ち
出
し
品
な
ど
に

つ
い
て
家
族
全
員
で
話
し
合

い
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
十
分
な

対
策
を
考
え
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

問
合
せ　

小
平
消
防
署
予
防
課

緯　

（
３
４
１
）
０
１
１
９

０４２ 集
中
豪
雨
な
ど
の

水
災
に
備
え
よ
う

▽
年
間
収
入
が
百　

万
円
未
満

３０

（　

歳
以
上
ま
た
は
厚
生
年
金

６０
保
険
法
に
よ
る
障
害
年
金
の
受

給
要
件
に
該
当
す
る
程
度
の
障

が
い
の
あ
る
方
は
百　

万
円
未

８０

満
）
で
あ
る

怯
手
続
き

　

年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
、

年
金
の
受
給
の
手
続
き
を
す
る

と
年
金
証
書
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
。
年
金
証
書
到
達
日
の
翌
日

か
ら　

日
以
内
に
、
保
険
年
金

１４

課
ま
た
は
東
部
・
西
部
出
張
所

で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の　

国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
年
金

証
書

問
合
せ　

保
険
年
金
課
国
民
健

康
保
険
係
緯　

（
３
４
６
）
９

０４２

５
２
９

 　

入
院
時
に
医
療
機
関
の
窓
口

に
提
示
す
る
と
、
１
食
当
た
り

の
食
事
代
と
１
か
月
の
医
療
費

の
自
己
負
担
限
度
額
が
減
額
に

な
る
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証（
減
額
認
定
証
）

は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

が
取
得
で
き
、
毎
年
８
月
１
日

が
更
新
日
で
す
。

　

す
で
に
平
成　

年
度
の
減
額

２１

認
定
証
を
お
持
ち
で
、
平
成　
２２

年
度
も
引
き
続
き
住
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
に
は
新
し
い
減
額

認
定
証
を
７
月
下
旬
に
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
あ
ら
た
め
て
手

続
き
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問
合
せ　

保
険
年
金
課
後
期
高

齢
者
医
療
係
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
３
８

限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
を
更
新

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

掲
載
希
望
団
体
は
秘
書
広

報
課
、
公
民
館
利
用
団
体

は
各
公
民
館
へ

▽
政
治
、
宗
教
、
営
利
不

可
▽
先
着
順
で
受
付
▽
添

削
あ
り
▽
掲
載
後
の
責
任

は
負
い
か
ね
ま
す

秘
書
広
報
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
０
５
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